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平成２３年１２月２１日
北 海 道 教 育 委 員 会

平成２３年度 全国学力・学習状況調査問題を活用した
北海道における学力等調査

～調査結果のポイントについて～
本調査結果のポイントは、国が配布した平成23年度全国学力・学習状況調査問題を活用
した学力等調査における、本道の公立学校の調査結果の概要を取りまとめたものである。

■ 調査の概要

１ 調査の目的
○北海道教育委員会が義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、各地域におけ
る児童生徒の学力や学習状況をきめ細かく把握・分析することにより、教育及び教育施策
の成果と課題を検証し、その改善を図る。

○各市町村教育委員会、学校が、自らの教育及び教育施策の成果と課題を把握し、その改善
を図るとともに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確
立する。

○各学校が、各児童生徒の学力や学習状況を把握し、児童生徒への教育指導や学習状況の改
善等に役立てる。

２ 調査の対象学年
小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年
中学校第３学年、中等教育学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年

３ 調査の内容
①教科に関する調査（国語、算数・数学）
・主として「知識」に関する問題［国語Ａ、算数Ａ・数学Ａ］
・主として「活用」に関する問題［国語Ｂ、算数Ｂ・数学Ｂ］
②生活習慣や学習環境に関する質問紙調査
・児童生徒に対する調査
・学校に対する調査

４ 調査の方式
平成２３年度全国学力・学習状況調査問題を活用した北海道における学力等調査（以下「本
調査」という。）は、国が配布する問題冊子等を活用し、市町村教育委員会の協力を得て行う。

５ 調査期日
○調 査 実 施 日 平成２３年９月２７日（火）
○調査実施予備日 平成２３年９月２８日（水）・２９日（木）

６ 調査を実施した学校・児童生徒数
○道内の１７８市町村（札幌市を除く。）が調査を実施した。
北海道（公立）

対象学校数（校） 実施学校数（校） 児童生徒数（人）

小学校 ９６５ ９６５ ２９，３７８

中学校 ５５７ ５５７ ２９，８５５

合 計 １，５２２ １，５２２ ５９，２３３

※小学校には特別支援学校小学部、中学校には中等教育学校及び特別支援学校中学部を含む。

※実施学校数及び児童生徒数には、後日実施分を含む（集計対象の児童生徒数は、「教科に

関する調査」のページに記載する。）。
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■ 結果の概要

教科に関する調査

【平成２３年度の出題傾向】

① 各教科の平均正答率（北海道）

小 学 校 中 学 校

小学校国語Ａ 小学校国語Ｂ 小学校算数Ａ 小学校算数Ｂ 中学校国語Ａ 中学校国語Ｂ 中学校数学Ａ 中学校数学Ｂ

平均正答率 ７３．１ ３６．２ ７８．０ ４２．２ ７８．０ ６２．４ ５４．７ ４７．４

平均正答数 11.7 問／ 16 問 3.6 問／ 10 問 14.8 問／ 19 問 5.5 問／ 13 問 25.0 問／ 32 問 5.6 問／ 9 問 19.7 問／ 36 問 7.1 問／ 15 問

② 各領域等の平均正答率（北海道）
小学校国語

項目 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 言語事項

Ａ 領域の平均正答率 ９３．１ ５９．７ ７２．５ ７１．６
設問数 １ ３ ３ １３

Ｂ
領域の平均正答率 ４３．０ ３０．６ ３２．０ ３３．０
設問数 ４ ２ ４ ３

中学校国語

項目 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 言語事項

Ａ
領域の平均正答率 ７５．７ ７６．８ ８３．２ ７６．７
設問数 ４ ４ ７ １７

Ｂ 領域の平均正答率 ４７．０ ６２．４ ３４．８
設問数 ０ ４ ９ １

小学校算数

項目 数と計算 量と測定 図形 数量関係

Ａ 領域の平均正答率 ７８．７ ６９．９ ８５．７ ７９．１
設問数 ８ ４ ３ ４

Ｂ 領域の平均正答率 ４４．１ ４６．１ ３４．１ ４７．６
設問数 ４ ２ ３ ７

中学校数学

項目 数と式 図形 数量関係

Ａ 領域の平均正答率 ６５．３ ５１．７ ４７．１
設問数 １２ １２ １２

Ｂ
領域の平均正答率 ６２．１ ４５．９ ４１．５
設問数 ３ ６ ６

○小学校国語の「知識」に関する問題では、これまでと同様に、漢字を正しく読んだり書いたりする問

題のほか、新たに新聞記事を効果的に読み、必要な情報を得るなどの問題が出題された。また、「活

用」に関する問題では、これまでと同様に自分の考えをまとめたり、効果的に書いたりする記述の

問題が出題された。

○小学校算数の「知識」に関する問題では、これまでと同様に、整数、小数の計算をする問題が出題さ

れた。また、「活用」に関する問題では、筋道を立てて考えることに加えて、事象を数学的に解釈す

る問題が多く出題された。

○中学校国語の「知識」に関する問題では、漢字を読んだり書いたりする問題のほか、同音異義語を使

い分けたり、漢字の楷書と行書との違いを書くなどの問題が出題された。また、「活用」に関する問

題では、これまでと同様に、理由を書く問題や提示された形式に合わせて書く問題が出題された。

○中学校数学の「知識」に関する問題では、これまでと同様に、文字を用いた式の四則計算のほか、移

行措置の内容である代表値や資料の散らばりなど「資料の活用」領域に関わる問題も出題された。

また、「活用」に関する問題では、示された事柄を根拠をもって説明する問題が多く出題された。
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児童生徒質問紙調査
（ ）内は掲載ページと質問番号

学校質問紙調査
（ ）内は掲載ページと質問番号

○ 国語の勉強が好きな児童生徒の割合は、小学校で５４．７％、中学校で６０．０％であり、昨
年度と比較し、小学校で若干低く、中学校で同様の傾向。 （Ｐ22上段：小52、中52）

○ 算数・数学の勉強が好きな児童生徒の割合は、小学校で６０．５％、中学校で４８．３％であ
り、昨年度と比較し、小学校及び中学校で同様の傾向。 （Ｐ22下段：小63、中63）

○ １日あたり１時間以上勉強する児童生徒の割合は、小学校で４１．９％、中学校で６３．９％
であり、昨年度と比較し、小学校で同様の傾向、中学校で高い。 （Ｐ23上段：小16、中16）

○ 家で宿題をする児童生徒の割合は、小学校で８９．３％、中学校で７８．１％であり、昨年度
と比較し、小学校で同様の傾向、中学校で若干低い。 （Ｐ23下段：小26、中26）

○ 読書が好きな児童生徒の割合は、小学校で６８．２％、中学校で６８．８％であり、昨年度と
比較し、小学校及び中学校で同様の傾向。 （Ｐ24上段：小55、中55）

○ １日あたり１０分以上読書する児童生徒の割合は、小学校で５３．１％、中学校で４８．４％
であり昨年度と比較し、小学校及び中学校で同様の傾向。 （Ｐ24下段：小19、中19）

○ 国語の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えた学校で、「よく行った」学校の割合
は、小学校で６３．４％、中学校で２９．９％であり、昨年度と比較し、小学校及び中学校で高い。

（Ｐ26上段：小69､中67）

○ 国語の指導として、家庭学習の課題の与え方について、校内の教職員で共通理解を図っている
学校の割合は、小学校で８７．５％、中学校で７６．５％であり、昨年度と比較し、小学校及び
中学校で高い。 （Ｐ26下段：小71、中69）

○ 算数・数学の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えた学校で、「よく行った」学校の割
合は、小学校で６４．９％、中学校で３６．２％であり、昨年度と比較し、小学校及び中学校で
高い。 （Ｐ27上段：小73､中71）

○ 算数・数学の指導として、保護者に対して児童生徒の家庭学習を促すような働きかけ行ってい
る学校の割合は、小学校で９６．３％、中学校で７９．０％であり、昨年度と比較し、小学校で
同様の傾向、中学校で若干低い。 （Ｐ27下段：小74､中72）

○ 「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けている学校の割合は、小学校で９７．７％、中学校で
８４．２％であり、昨年度と比較し、小学校で同様の傾向、中学校で高い。（Ｐ30上段：小18､中18）
・ 週に１回以上定期的に設けている学校の割合は、小学校で８２．３％、中学校で６７．５％
であり、昨年度と比較し、小学校で若干高く、中学校で高い。

○ 算数・数学の授業において、習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行い、習得でき
るようにした学校の割合は、小学校で４３．５％、中学校で４１．０％であり、昨年度と比較し、
小学校で若干高く、中学校で同様の傾向が見られる。 （Ｐ31上段：小44､中44）

○ 放課後を利用した補充的な学習サポートを実施している学校の割合は、小学校で８１．１％、
中学校で９２．９％であり、昨年度と比較し、小学校及び中学校で高い。（Ｐ32上段：小20､中20）
・ 週に１回以上実施している学校の割合は、小学校で３０．３％、中学校で２６．３％であり、
昨年度と比較し、小学校及び中学校で高い。

○ 長期休業日を利用した補充的な学習サポートを実施している学校の割合は、小学校で６３．１％、
中学校で８８．３％であり、昨年度と比較し、小学校及び中学校で高い。（Ｐ32下段：小22､中22）
・ 延べ５日以上実施している学校の割合は、小学校で２１．９％、中学校で６３．３％であり、
昨年度と比較し、小学校及び中学校で高い。



○　小学校国語Ａ

○

□

□

◇

「音楽室に移動する。」(９８．６％)

「すばらしい演技におどろく。」(９6．2％)

　特に、設問５「主語を置き換えて記事の下書きを書き直す」(35.7%)は平均正答率が低く、表現の仕方によっ

てその効果が変わってくることを理解して表現の効果などについて確かめたり工夫したりすることや、主語と述

語の関係などの語句の係り方や照応の仕方を明確にすることに課題が見られる。
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北海道

　指導に当たっては、表現の仕方によって効果を確かめたり工夫したりすることや、どのような立場で書くのか

など主体と対象との関係を明確にすることなどを確実に身に付けさせる指導が必要である。

　設問１二（２）「漢字を書く（カラスの数がひじょうに多い。）」(53.3%)、８一「四つの言葉の中から国語

辞典に最初に出てくる言葉を選択する」(56.6%)では、漢字を書くことや国語辞典の使い方に関わる内容につい

て平均正答率が低い傾向にある。

　小学校国語Ａでは、漢字を読む問題について、過去の調査結果と比較して平均正答率が高い結果となってお

り、改善の傾向が見られる。
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【課題となる設問】

【調査結果から見られる課題】

【指導のポイント】

（詳細は「小学校Follow-upシート」http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/gks/fus.htmを参照）

■表現の仕方によってその効果が変わってくることを踏まえて、自分の考えなどを明確に表したり、
相互関係が明確な構成であることを確かめたりするなど、分かりやすい表現を工夫すること

■例えば、主語と述語、修飾と被修飾との関係や序論－本論－結論など、文や文章にはいろいろな
構成があることについて理解すること

＜平成２３年度調査の設問＞

設問番号 学習する学年 問題形式 領域等 出題の趣旨 平均正答率 無解答率

５ 小５・６ 短答式 書くこと 目的や意図に応じ、表現の効果を考えて書 ３５．７ ５．２
小５・６ 言語事項 き換える

＜正答例＞
六年生に手を引かれて

［主な誤答例］
「六年生と手をつないで」のように、一年生と六年生

の様子が不明確なもの、「六年生の手を引いて」のよ

うに、一年生と六年生との関係を変えているものが

３３．６％に上っており、一年生の行動に焦点が当たる

ようにしたり、文の中での語句の係り方や照応の仕方を

意識したりして書き換えることが不十分であることか

ら、推敲や文の構成に関わる理解に課題が見られる。
こう

＜過去の類似の設問＞

設問番号 学習学年 領域等 問題の概要 平均正答率 無解答率

① H20 3 小３・４ 書くこと 文章を読み返して、書き直したほうがよい理由と ３３．２ ２．６
選択式 小２～５ 言語事項 方法を選択する

○ 過去の類似の設問である①は、平均正答率が３３．２％と低い結果となっている。
○ 問題形式については、今年度は短答式、①は選択式であるが、いずれにおいても平均正答率が低い

結果となっている。

５ 次は、新聞委員の北川さんが「一年生をむかえる会」の様子を伝

えた、学校新聞の記事の下書きの一部です。 部を「一年生が」

を主語にして書きかえます。あとの の中に入るふさわしい

内容を、意味を変えないようにして書きましょう。

【北川さんの下書きの一部】

一年生が、 、体育館に入場してきました。

元気いっぱいの一年生 みんなの仲間入り！

四月十二日、きれいにかざった体育館で「一年生をむかえる
会」がありました。進行係の合図のあと、六年生が、一年生の
手を引いて、体育館に入場してきました。体育館いっぱいにひ
びきわたるたくさんのはく手。九十二人の一年生は、みんなに
こにこ顔。

～（下書きが続く）～

＜学習指導の改善に向けた重点事項＞

中学校第１学年では

○表記や語句の用
法を確かめるこ
とができるよう
にする。

○叙述の仕方など
を確かめること
ができるように
する。

相手や目的に応じているか、自分の考えを明確に表しているか、相互関係が明確な構成で

あるか、相手が読んで理解しやすい表現であるかなどの観点から表現を検討

第５学年及び第６学年では

○表現の効果を確かめたり工夫したりすることが
できるようにする。

・中心となる事柄が読み手に明確に伝わっている
か、題材の捉え方、題材の集め方や選び方は適
切かなどについて検討する場面を設定して指導
する。

○主体と対象との関係を明確にすることができる
ようにする。

・事実や出来事を説明したり、見聞や体験を報告
したりする文章を書く場合には、誰の目を通し、
誰の行為や考えを中心に書くのかを明確にし、
主体と対象との関係を明確にするように指導す
る。

第３学年及び第4学年では

○文章の間違いを正
すことができるよ
うにする。

○よりよい表現に書き
直すことができるよ
うにする。

○修飾や被修飾との
関係など、文の構
成について初歩的
な理解をもつこと
ができるようにす
る。



○　小学校国語Ｂ

○

□

□

◇

2

言語についての知識・理解・技能

学習指導要領の
領域等

4

３．０
話す・聞く能力

3

言語事項

国語への関心・意欲・態度

43.0

30.6書く能力

3

分類29,154

３．６問／１０問

３６．２

児童数

平均正答数

標準偏差 ２．８
読む能力

評価の観点

33.0

35.2

30.6

33.0

32.0

北海道

4

5

2

32.0

区分

話すこと・聞くこと

平均正答率

中央値

対象設問数（問）

4

4

平均正答率(％)

読むこと

【概要】

Ｈ２３北海道

　指導に当たっては、日常の授業で、書いてまとめる活動を適切に位置付けたり、「○○字程度で」、「文章中

の言葉を使って」など、条件を示して書く活動を位置付けたりして、条件に応じて書く能力を高める学習を進め

る必要がある。

　特に、後半の設問３は、問題形式が短答式であるにもかかわらず無解答率が高くなっており、設問１二（１）

「司会として発言を聞き、意見の共通点と相違点を整理して書く」や２一「提案に対する相手の意見を取り入れ

て、自分の考えについての理由を書く」、２二「提案に対する相手の意見を取り下げて、自分の考えと理由を書

く」などの記述式の問題に多くの時間を要し、その後の問題に取り組む時間がなかったと推測されることから、

自分の考えをまとめて記述する能力の育成を図ることに課題が見られる。

　小学校国語Ｂでは、設問１ 二（２） 「司会の発言の意図を説明したものとして適切なものを選択する」

(57.6%)や設問３一ア「二つの伝記を比べて読み、登場人物の心情を表している言葉や文を抜き出して書く」

(55.7%)の平均正答率が他の設問よりも高くなっているが、小学校国語Ｂは、全体的に過去の調査結果と比較し

て平均正答率が低い傾向にある。

　設問２二「提案に対する相手の意見を取り下げて、自分の考えと理由を書く」(19.2%)、３二ウエ「二つの伝

記を比べて読み、それぞれの書き手を適切に選択して書いたり、植村直己を表す言葉をそれぞれ抜き出して書い

たりする」(26.4%)など、目的や意図に応じ、自分の考えを効果的に書くことや伝記を比べて読み、書き手の違

いや書き表し方の特徴に着目して、自分の考えを深めることについて平均正答率が低い傾向にある。

書くこと

43.0

【平均正答率が下位である３問】
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選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

３一イ ○ ○ ○ 17.5 42.6

２二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19.2 24.7

３二
ウエ

○ ○ ○ 26.4 44.2

伝記を比べて読み，考えを交流すること
で，優れた叙述を多面的に捉える

出題の趣旨

二つの伝記を比べて読み，それぞれの書き手を適
切に選択して書いたり，植村直己を表す言葉をそ
れぞれ抜き出して書いたりする

提案に対する相手の意見を取り下げて，自分の考
えと理由を書く

評価の観点

言語についての知識 理解 技能

問題形式

北海道

伝記を比べて読み，書き手の違いや書
き表し方の特徴に着目して，自分の考
えを深める

目的や意図に応じ，自分の考えを効果
的に書く

学習指導要領の領域等

4

1

3

設問の概要

選択式 57.6

5

設問番号

記述式

33.0

二つの伝記を比べて読み，登場人物の心情を表して
いる言葉や文を抜き出して書く

33.2

問題形式

34.5

短答式

13.8
15.1

13
11.9

10.7

9.4
8.1

6.5

5
4

2.4

0%

5%

10%

15%

20%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問

北海道

- 6 -
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【課題となる設問】

【調査結果から見られる課題】

【指導のポイント】

■考えや意見の理由を明確にする、示された字数で書くなど、条件を満たして書くこと

■伝える相手や目的、意図を明確にして書くこと

＜平成２３年度調査の設問＞

設問番号 学習する学年 問題形式 領域等 出題の趣旨 平均正答率 無解答率

２ 小５・６ 記述式 書くこと 提案に対する相手の意見を取り下げて、自 １９．２ ２４．７
二 小３・４ 言語事項 分の考えと理由を書く

二 児童会の委員は、【資料３】の イ の中に【意 ＜正答例＞
見③】に対する考えを書きました。 イ の中に入 しかし、下校の時間にあいさつを呼びかける案は取
るふさわしい内容を、次の条件に合わせて書きまし り上げず、登校の時間にだけ取り組むことにします。
ょう。 それは、下校の時間が学年によってちがい、委員がそ

のたびに出入口に立つことはむずかしいからです。

［主な誤答例］
「しかし、下校の時間に行わないことにします。そ

れは、下校の時間が学年によってちがい、委員が出入
口に立つことはむずかしい。」などというように、二
つ目の文の文末を「～からです。」という文の形で書
いていない誤答が１３．３％あり、二つの文にして書
くことという条件を満たしていない誤答が見られた。

＜過去の記述式の設問＞

設問番号 学習学年 領域等 問題の概要 平均正答率 無解答率

① H22 ２二 小５ 読むこと 物語を読んで思ったことや考えたことを理由を明 ６８．８ １３．６
記述式 小６ 確にしてまとめて書く

② H21 １二 小５ 書くこと 報告文のまとめとして、調べて分かったことを書 １３．９ １８．０
記述式 小６ く

③ H20 ３二 小５ 読むこと 「図書館だより」のグラフから分かったことを基 ２５．５ ２４．９
記述式 小６ にし、テーマや条件に即して自分の考えを書く

④ H19 ２三（２） 小５ 書くこと ごみを減らすための取組を考えて８０字以上 ６５．９ １５．６
記述式 小６ 読むこと １２０字以内で書く

○ これまでの国語のＢ問題における記述式の問題２４問のうち、１８問の問題が平均正答率６０％未
満であり、記述式の問題形式の解答に課題がある。

○ 児童質問紙調査において、「言葉や式を使って、訳や求め方を書く問題」について、「最後まで解
答を書こうと努力した」と回答した児童は６０．７％であった。また、「Ｂ問題の解答時間が不足し
た」と回答した児童は６４．４％であった。

（条件）

○ 【資料２】の〔意見②〕に対する〔委員の考え〕の の

中の内容をもとにして書くこと。

○ 二つの文にして書くこととし、

一つめは、「しかし（文のはじめ）、～します（文の終わり）。」

二つめは、「それは（文のはじめ）、～からです（文の終わり）。」

という文の形にすること。

○ 二つの文を合わせて、80 字以上、100 字以内にまとめて書くこ

と。

＜学習指導の改善に向けた重点事項＞

書いてまとめる活動や条件を示して書く活動の充実

各学年においては

○ 日常の授業で，書いてまとめる活動を適切に位置付ける。

・記録、報告、説明、感想など、多様な様式を用いて書いたり、必要な情報を書き換えたりする言

語活動を計画的に行う。

○ 「○○字程度で」、「文章中の言葉を使って」など、条件を示して書く活動を位置付ける。

・字数、構文などの条件に応じて話したり書いたりする習慣を付ける。

・必要な情報を取り出し、その情報を基に自分の考えを書く活動を充実させる。



○　小学校算数Ａ

○

□

□

◇

　小学校算数Ａでは、計算問題について、過去の調査結果と比較して平均正答率が高い結果となっており、改

善の傾向が見られる。

　・小数のわり算　H19「１２÷0.6」（ 61.2%）→　H23「１２÷0.6」（70.5%）

　・四則計算　H22「50+150×２」（53.0%）→　H23「８×４－２×５」（88.0％）

平均正答率

区分

0

16

3

１６．０

標準偏差 ３．５

問題形式

【概要】

79.1

85.7

4

　指導に当たっては、筋道を立てて考える機会を設けるとともに、考えたことを言葉や式、グラフなどを活用
して表す機会を位置付けた授業を進めるとともに、第3、４学年の小数や分数の学習など、下学年における数
の表し方や仕組みに関わる学習や「基準とする量」と「比較する量」の関係を確実に身に付けさせる必要があ
る。

　特に、割合に関わる設問９「百分率」（36.2％）については、継続的に課題が見られ、「基準とする量」を

決めて「比較する量」を求めることや、数値の値を置き換えて考えることなどに課題が見られる。

　設問４「面積を求める」（65.9％）、設問3(1)「目盛りを読む」（66.0%)の「量と測定」は、筋道を立て

て理由や考えたことを表すことについて問う問題であり、平均正答率が低い傾向にある。

７８．０

Ｈ２３北海道

児童数

76.6短答式

記述式

分類

3

対象設問数（問）

中央値

平均正答数
78.7

学習指導要領の
領域等

量と測定 69.9

図形

数量関係

平均正答率(％)
29,261

１４．８問／１９問

北海道

4

6数量や図形についての知識・理解

－

数と計算 8

－

－算数への関心・意欲・態度

選択式

数量や図形についての表現・処理

数学的な考え方

85.7

評価の観点

72.5

13

0

0

80.5

0 0.1 0.2 0.3 0.5 0.8 0.9
1.5 2

2.7
3.7

4.7
5.9
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8.5

10
11.5

13
14.1

12.7

0%

5%

10%

15%

20%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問

北海道

【平均正答率が下位である３問】
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％
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９ ○ ○ ○ 36.2 5.4

４ ○ ○ ○ 65.9 2.6

３
(１)

○ ○ ○ 66.0 0.4はかりが示された場面で，目盛りを読む

底辺７㎝，高さ３㎝，斜辺４㎝の平行四辺形の面
積を求める式と答えを書く

平行四辺形の面積の求め方について理
解している

学習指導要領の領域

はかりの目盛りを読むことができる

設問番号

100人のうち40%が女子のとき，女子の人数と求め
る式を書く

百分率の意味について理解している

出題の趣旨設問の概要

北海道問題形式評価の観点
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【課題となる設問】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【調査結果から見られる課題】 
 
 
 
 
 
 
【指導のポイント】 
 
 
 
 ＜学習指導の改善に向けた重点事項＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（詳細は「小学校Follow-upシート」http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/gks/fus.htmを参照） 

＜平成２３年度調査の設問＞  
設問番号 学習する学年 問題形式 領域等 出題の趣旨 平均正答率 無解答率

９ 小５ 短答式 数量関係 百分率の意味について理解している ３６．２ ５．４

 ９   ある会場に小学生が集まりました。 
    集まった小学生１００人のうち４０％が女子でした。 
    女子の人数は何人ですか。答えを書きましょう。 

また、求める式も書きましょう。 
 
 
 

＜正答＞ 
  答え ４０(人） 式 １００×0.4など 

［主な誤答例］

１００－４０ 
１００÷４０ 
１００÷４ 
１００÷0.4 

 求める女子の人数は、
基準とする量(100人)の 
40/100や4/10であること
に気付かず、設問中の数
値を組み合わせて計算
している傾向が見られ
る。 

＜過去の類似の設問＞  
 設問番号 学習学年 領域等 問題の概要 平均正答率 無解答率

① H22 9(1) 
短答式 小５ 数量関係 じゃがいも畑の面積４０㎡が、学校の畑の面積５０㎡のどれ

だけの割合に当たるか答えを書く ４４．７ １６．９

② H21 7 
選択式 小５ 数量関係 ２００人のうち８０人が女子のとき、女子の人数の割合

は全体の何％か選ぶ ５３．８ ２．３

③ H20 9(1) 
短答式 小５ 数量関係 円グラフから「科学」の本の冊数の割合を読み取り答え

を書く ８８．３ ３．３

④ H20 9(2) 
短答式 小５ 数量関係 ６２０冊の本の４０％の冊数を求める式と答えを書く

４１．６ １１．５
 
○ ③は円グラフを見て割合を視覚的に求める設問、①、②は、「基準とする量」と「比較する量」から
「割合」を求める設問、④は「基準とする量」と割合から「比較する量」を求める設問である。 

○ 視覚的に捉える③は平均正答率が高いが、「割合」を求める①、②は平均正答率が低い。特に平成
２３年度の設問９は④と同様に「基準とする量」と「割合」から「比較する量」を求める設問であり、
単純に「割合」を求める設問よりも、平均正答率が低い傾向が見られる。 

■「割合」が「基準とする量」と「比較する量」で構成されていることの理解 
■「基準とする量」を１や１０、１００などに置き換えて考えること 

基になる大きさ（基準とする量）と比較する大きさ（比較する量）を確認 

第３学年では 
○小数の表し方 

第４学年では 
○小数が整数と同

じ仕組みで表さ
れていること 
第５学年では  

○乗数が小数であ
 る場合の乗法の
 仕方 

 第５学年では
○「基準とする量」が何かを理解し、それを１００とみ
 て百分率を考えることができるよう指導する。 
・数量の関係をテープ図などで表す活動を取り入れ、何

が基準とする量かを意識したり、百分率は、基準とす
る量を１００としたとき、それに対する割合を表した
ものであることを理解させるよう指導する。 

○比較量を求める式を、既習の乗法と関連付けて考えさ
 せるよう指導する。 
・比較する量は（基準とする量）×（割合）で求められ
ることを理解する。

 第５学年では 
○目的に応じて資

料を集めて分類
し、円グラフ、
帯グラフを用い
て表す。 
第６学年では 

○資料の平均や散
らばりを調べ、
統計的に考察し
表現する。 



○　小学校算数Ｂ

○

□

□

◇

【概要】

46.1

44.1

　指導に当たっては、児童の発達の段階等に考慮しながら、問題を解決するために筋道を立てて考える機会を位置

付けるとともに、考えたことを児童同士が説明し合い、自分の考えを表現し、他者の考えと比較・検討する機会な

どを位置付けた学習を進める必要がある。

　設問４（３）「資料からの読み取りの判断」（6.9%）、設問２(２)｢２量の関係の意味を問う｣(9.0%)、設問３

（３）「図形の形や大きさの判断」（10.2%）では、理由や意味を記述することなどに課題が見られる。

　特に、事象を数学的に捉えて考え、考えたことを言葉や式などで表すことに課題が見られる。

2

4

Ｈ２３北海道

児童数 対象設問数（問）

9

3

19.8

62.1

50.3

55.11

北海道

61.9

34.2

－

47.6

34.1

0

7

3

4選択式

数量や図形についての知識・理解

数量や図形についての表現・処理

短答式

区分

数と計算

量と測定

図形

数量関係

記述式 5

4

平均正答数
学習指導要領の

領域等

分類29,156

５．５問／１３問

４２．２平均正答率

　小学校算数Ｂでは、設問５（２）「情報を読み取る」問題（75.5%）、設問１（１）「表からきまりを見付け

る」問題（63.0%）について、過去の調査結果と比較して平均正答率が高い結果となっており、改善の傾向が見

られる。

平均正答率(％)

標準偏差 ２．８
評価の観点

問題形式

５．０中央値
算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

2.5

5.5

8.1

10.4
11.8

12.5 12.8
11.6

9.7

6.9

4.5

2.4
1.1

0.3
0%

5%

10%

15%

20%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問

北海道

【平均正答率が下位である３問】

数
と
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算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
表

現
・
処
理

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知

識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

４(３) ○ ○ ○ 6.9 34.4

２(２) ○ ○ ○ 9.0 4.3

３(３) ○ ○ ○ 10.2 19.5

評価の観点 北海道問題形式

設問番号

1980年と1985年は，どちらの年も輸出した台数が
輸出しなかった台数より多いことが分かるわけを
書く

比較量の大小判断について，示された
判断が正しい理由を記述できる

出題の趣旨設問の概要

長方形の紙を折ってできた四角形が，どのような
図形かを書く

２分音符と付点２分音符の長さの関係を正しく表
している図を選び，その図が正しいわけを書く

小数倍の意味に基づいて，２量の関係
を正しく表している図を判断し，その
理由を記述できる

学習指導要領の領域

示された操作の意味を理解し，できた
図形の形と大きさを判断して，それを
記述できる

2.5

5.5

8.1

10.4
11.8

12.5 12.8
11.6

9.7

6.9

4.5

2.4
1.1

0.3
0%

5%

10%

15%

20%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問

北海道
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【課題となる設問】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【調査結果から見られる課題】 
 
 
 
 
 
 
 
【指導のポイント】 
 
 
 

■記述式の設問において、理由などを説明し記述すること（小・中学校に共通する課題） 
■数学的な考え方を育成するために、既習内容の活用の仕方や解決の見通しをもつこと、筋道を立てて
考えること 

■問題を解決するために考えたことを言葉や数、式などを活用して表すこと 

 
 
＜学習指導の改善に向けた重点事項＞ 
   
 
 
 

 問題の解決のために考えていることを説明し合う機会の充実 

 各学年においては 
○児童の発達の段階や、その下学年での指導内容に応じて、見通しをもち筋道を立てて考える能力を 
育てるよう指導する。 

○児童が具体物を用いたり、言葉、数、式、図、表、グラフなどを用いたりして、自分の考えたこと 
を表現したり、友だちに説明したりすることができるよう指導する。 

(例）第２学年～図や式に表し説明する算数的活動 
   第４学年～面積の求め方を考え説明する算数的活動  など

＜平成２３年度調査の設問＞ 
 

設問番号 学習する学年 問題形式 領域等 設問の概要・出題の趣旨 平均正答率 無解答率 

４(3) 小４ 
小５ 

記述式 数量関係 比較量の大小判断について、示された判断が正し
いという理由を記述できる。 

 ６．９ ３４．４

２(2) 小５ 記述式 数と計算 小数倍の意味に基づいて、２量の｢関係を正しく表 
している図」を選択し、その理由を記述できる。 

 ９．０  ４．３

３(3) 小３ 
小５ 

記述式 図形 示された操作の意味を理解し、できた図形の形 
と大きさを判断して、それを記述できる。 

１０．２ １９．５

 
４（３）国内生産台数は、輸出した台数と輸出しなかった台数に分けることができます。 

 あき子さんは、左のグラフの    部分を見て、１９８０年と１９８５年

の輸出した台数と輸出しなかった台数について考えています。 

あき子さんは、次のように言いました。 

 

 

 

あき子さんが言ったことが、正しいわけを言葉や数を使って書きましょう。

 ＜正答例＞  
輸出した台数の割合と輸出しなかった台数の割合を５０％と比較し

て説明している。 

［主な誤答例］ 
 割合が５０％より大きいことのみを説明している。 

 
＜過去の類似の設問＞  
 設問番号 学習学年 領域等 問題の概要 平均正答率 無解答率 
① H22 6(2) 

記述式 
小５ 図形 バスのドアが動く様子を表した図を見て、円周の一部と直線の 

長さの大小についての正しい記述を選び、判断のわけを書く 
 ７．６ １４．４

② H21 5(3) 
記述式 

小５ 数量関係 ４月と６月の全体の重さを基にしたペットボトルの重さ 
の割合の大小関係をとらえ、判断のわけを書く 

１４．５ １１．１

③ H20 5(2) 
記述式 

小３ 
小４ 

数量関係 身長の変化を表す折れ線グラフの一部分と身長の伸びを表 
す棒グラフの一部分を比べて、その違いを書く 

１６．４ ２８．３

 
○ ①～③いずれも記述式の出題で、判断のわけや違いを文章で記述する設問であり、わけや違いに
ついて、筋道を立てて考える「数学的な考え方」を問う設問について平均正答率が低く、無解答率
が高い傾向が見られる。 

１９８０年と１９８５年は、どちらの年も輸出した台数が輸出し
なかった台数より多いことがわかります。 



○　中学校国語Ａ

○

□

□

◇

評価の観点

言語についての知識・理解・技能

75.7

76.8

7

16

17 76.7

分類

中央値 ２６．０

学習指導要領の
領域等

平均正答数

国語への関心・意欲・態度

２５．０問／３２問

読むこと

読む能力標準偏差 ５．５

選択式

83.2

　中学校国語Ａでは、索引を使って、必要な情報が本のどこにあるかを判断する問題について、過去の調査

結果と比較して平均正答率が高い結果となっており、改善の傾向が見られる。

【概要】

　特に、設問９一２「漢字を書く（祭りの日程をケントウする）」(28.3%)については平均正答率が低く学

習した漢字を使って文や文章を書くことや文脈に即して正しい漢字を選択して書くことなど、言語事項に関

する指導事項の定着に課題が見られる。

対象設問数（問）

4

17

生徒数

75.7

76.8

83.27

話すこと・聞くこと

書くこと

平均正答率 ７８．０ 言語事項

29,600 区分
平均正答率(％)

4

4

書く能力

話す・聞く能力

4

76.7

北海道

－0

・Ｈ２１Ａ６二「調べたい事柄が書かれている章を選択する」(80.4%)

　→Ｈ２３Ａ６二「索引のページから、調べたい事柄がより詳しく解説されているページを探す」(94.0%)

Ｈ２３北海道

　学習指導に当たっては、学習した漢字を各教科等の学習で意図的に使ったり、長期的なスパンで漢字の適

切な活用の仕方の定着状況を振り返る機会を設定したりするなどして、学習した漢字を使って文や文章を書

く能力を確実に身に付けさせる必要がある。

　設問９三イ「適切な語句を選択する（旅行に備えて綿密な計画を立てる）」(35.1%)、７二「話合いの方

向を捉えた司会としての質問を書く」(53.7%)など、語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことや話

合いの方向性を捉えて、的確に発言をすることについて平均正答率が低い傾向にある。

78.9

【平均正答率が下位である３問】
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％
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(

％
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９一２ ○ ○ ○ 28.3 31.9

９三イ ○ ○ ○ 35.1 0.8

７二 ○ ○ ○ 53.7 15.8
話合いの方向を捉えて，的確に発言を
する

話合いの方向を捉えた司会としての質問を書く

適切な語句を選択する（旅行に備えて綿密な計画
を立てる）

問題形式

語句の意味を理解し，文脈の中で適切
に使う

評価の観点

設問番号

2

14

16

漢字を書く（祭りの日程をケントウする） 文脈に即して漢字を正しく書く

出題の趣旨設問の概要

選択式

短答式

記述式

北海道

78.9

79.6

問題形式

59.6

学習指導要領の領域等
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【課題となる設問】

【調査結果から見られる課題】

【指導のポイント】

■学習した漢字を使って文や文章を書くこと

■文脈に即して正しい漢字を選択して書くこと

＜平成２３年度調査の設問＞

設問番号 学習する学年 問題形式 領域等 出題の趣旨 平均正答率 無解答率

９一 小５・６ 短答式 言語事項 文脈に即して漢字を正しく書く ２８．３ ３１．９
２

＜正答＞
検討

［主な誤答例］
○ 「検討」のうち、「検」だけ正しく解答している
もの（１１．５％）

○ 「検討」のうち、「討」だけ正しく解答している
もの（７．１％）

○ 上記以外の解答（２１．２％）
・例：「見当」など

＜漢字を書く問題のうち正答率が８０％未満の設問＞

設問番号 問題の概要 配当学年等 平均正答率 無解答率

① H23 ９一３ あいさつをカわす 「交」は小２（この読みの割り振りは中学校） ５９．０ ２８．６

② H22 １０一１ 先生にソウダンする 「相」（小３）、「談」（小３） ７２．２ １０．０
一２ コウシキを使って面積を求める 「公」（小２）、「式」（小３） ７２．１ １１．９

③ H21 ８一１ 世界イサンを見学する 「遺」（小６）、「産」（小４） ７２．１ １０．４
一３ 燃料をオギナう 「補」（小６） ４１．１ ３１．０

④ H20 ６一１ 将来のことはヨソクできない 「予」（小３）、「測」（小５） ５５．１ １７．５
一２ 富士山をハイケイに写真をとる 「背」（小６）、「景」（小４） ７０．４ １３．６

⑤ H19 ８一１ 会社のリエキを上げる 「利」（小４）、「益」（小５） ６３．４ １４．７
一２ おもしろみがハンゲンした 「半」（小２）、「減」（小５） ６５．１ １５．４
一３ 友達に本をカす 「貸」（小５） ５７．１ ９．７

○ これまでの国語のＡ問題における漢字を書く問題１５問のうち、１０問の問題が平均正答率８０％
未満である。

○ 上記の表を見ると、①「交わす」や③「補う」という漢字については、今年度の「検討」という漢
字と同様に無解答率が高く、とりわけ使用頻度の低いと思われる漢字の定着に課題が見られる。

２

祭
り
の
日
程
を
ケ
ン
ト
ウ
す
る
。

＜学習指導の改善に向けた重点事項＞

学習した漢字を各教科等の学習で意図的に使ったり、長期的なスパンで漢字の適切な活

用の仕方の定着状況を振り返る機会の設定

各学年においては
○ 文や文章の中で漢字を適切に使うことができるようにする。
・一字一字を正確に読み書きさせるだけでなく、語彙として文脈に即して使用できるようにする。
・音と訓、類似した漢字の字形や「へん」「つくり」「かんむり」などの漢字の構成部分について理
解を深める指導を計画的に行う。

○ 辞書を活用して調べる機会を多く設ける。
・辞書に掲載されている複数の意味の中から、文脈や用法に合った適切な語句を選ぶ学習を積み重
ねる。
・家庭や学校で漢字辞典を活用して、漢字の読み方や意味、成り立ちについて調べる学習活動を充
実させる。

○ 書写の指導との関連を図る。
・毛筆や硬筆の書写指導の中で新出漢字を取り上げ、基本的な点画を確認する指導を充実させる。



○　中学校国語Ｂ

○

□

□

◇

4

47.0

34.8

62.4

1

42.7

－

標準偏差 ２．３
読む能力
言語についての知識・理解・技能

75 4選択式

29,572

５．６問／９問

６２．４

Ｈ２３北海道

　指導に当たっては、字数や用いる語句など、様々な条件に応じて話したり書いたりする力を高める学習や複数

の情報を吟味し、必要に応じて取捨選択する力を高める学習を進める必要がある。

62.49

学習指導要領の
領域等

47.0

平均正答数

平均正答率

中央値 ６．０

生徒数

0

・Ｈ２０Ｂ１一「資料中の言葉（フロリゲン）についての適切な説明を選択する」(66.5%)

　→Ｈ２３Ｂ１一「『ピクトグラム』について説明したものとして適切なものを選択する」(93.2%)

分類

1

4書くこと

評価の観点

　特に、設問１三「二つの『ピクトグラム』を比べ、どちらを採用するのかを理由とともに三文で書く」

(34.8%)や２三、３三など、示された条件に合わせて自分の考えを書く問題については平均正答率が低く、資料

に書かれている情報の中から必要な内容を選び整理したり、示された条件に応じて話したり書いたりすることに

課題が見られる。

　設問２三「本文を読んで分かったことを一つ取り上げ、Ｑ＆Ａの形式で紹介する」(42.2%)、３三「読みたい

本を一冊紹介し、その本を選択した理由を書く」(51.0%)など、文章の内容を正確に捉え、提示された形式に合

わせて適切に書くことや文章に書かれている事柄を基に、今までの体験や読書経験と結び付けて自分の考えを書

くことについて平均正答率が低い傾向にある。

区分

話すこと・聞くこと

北海道

4

9

対象設問数（問）

0

3

－

【概要】

平均正答率(％)

読むこと

言語事項

国語への関心・意欲・態度

書く能力

話す・聞く能力

34.8

　中学校国語Ｂでは、文章の内容を正確に捉える問題について、過去の調査結果と比較して平均正答率が高い結

果となっており、改善の傾向が見られる。

【平均正答率が下位である３問】
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記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34.8 12.8

２三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 42.4 22.0

３三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 51.0 12.2

3

2

4

42.7

学習指導要領の領域等

文章に書かれている事柄を基に，今ま
での体験や読書の経験と結び付けて自
分の考えを書く

評価の観点

設問番号

二つの「ピクトグラム」を比べ，どちらを採用す
るのかを理由とともに三文で書く

書かれている情報を基に，自分の考え
を論理的に書く

出題の趣旨設問の概要

読みたい本を一冊選択し，その本を選択した理由
を書く

本文を読んで分かったことを一つ取り上げ，Ｑ＆
Ａの形式で紹介する

文章の内容を正確に捉え，提示された
形式に合わせて適切に書く

北海道

75.4

65.8

問題形式

選択式

短答式

記述式

問題形式

1.3

4.2

6.7

8.6

10.8

12.5

14.4

16.4
15.7

9.5
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10%
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20%
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問

9
問

北海道
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【課題となる設問】

【調査結果から見られる課題】

【指導のポイント】

■目的や意図に応じて資料に書かれている情報の中から必要な内容を選ぶこと

■字数や時間などの条件に応じて書くこと

＜平成２３年度調査の設問＞

設問番号 学習する学年 問題形式 領域等 出題の趣旨 平均正答率 無解答率

１ 中２・３ 記述式 書くこと 二つの「ピクトグラム」を比べ、どちらを ３４．８ １２．８
三 中２・３ 読むこと 採用するのかを理由とともに三文で書く

中１ 言語事項

三 浅井さんは、学校図書館のピクトグラムを作成しよう ＜正答例＞
と思い、その候補として次のアとイを考えました。あな アは、人が本を手に取る様子だけで学校図書館を示して
たなら、どちらのピクトグラムを採用するのがよいと考 おり、単純なデザインである。イは、本が乱雑に重なって
えますか（どちらのピクトグラムを選んでもかまいませ いたり汗が出ていたりと不必要なものが描かれていて複雑
ん。）。あなたの考えをその理由を、あとの条件１から条 である。だから、私はアを採用する。
件３にしたがって書きなさい。 ＜正答の条件＞

次の条件を満たして解答している。
① 自分がどちらを採用するのかについて理由とともに明

確に書いている。
② アとイのピクトグラムを比べて書いている。
③ 【ピクトグラムについて書かれた文章】の中にある、

特徴や配慮についての言葉を使って適切に書いている。
④ 三文で書いている。

条件１ アとイのピクトグラムを比べて書くこと。 ［主な誤答例］
条件２ 【ピクトグラムについて書かれた文章】の中にあ 上記の正答の条件のうち、③を満たさないで解答してい

る、特徴や配慮についての言葉を使って書くこと。 るものが２６．０％に上っており、文章の中から捉えた内
条件３ 三文で書くこと。 容と他の情報とを的確に関連付けて自分の考えを論理的に

書くことに課題があると考えられる。

＜過去の類似の設問＞

設問番号 学習学年 領域等 問題の概要 平均正答率 無解答率

① H22 ２三 中２・３ 話すこと・聞くこと 資料の修正の方法を選択し、修正の具体的なやり ３５．４ １４．２
記述式 中１ 書くこと 方とその理由を書く

② H21 ３三 中２・３ 書くこと 詩と組み合わせる写真を一枚選び、その写真と組 ７４．５ ４．８
記述式 中２・３ 読むこと み合わせる理由を詩と写真を関連付けて書く

③ H20 １三 中２・３ 書くこと 別の資料に書かれている新しい情報を選び出し、 ２５．７ ２１．２
記述式 中２・３ 読むこと 条件にしたがって書き換える

④ H19 ２三 中２・３ 書くこと 「三」の場面の有無に関して、自分の考えを８０ ６９．４ １３．７
記述式 中１～３ 読むこと 字以上１２０字以内で書く

○ これまでの国語のＢ問題において、条件に合わせて説明したり自分の考えを書いたりする記述式の
問題１８問のうち、１２問が平均正答率６０％未満である。

○ ③の問題や上記の今年度の１三の問題のように、資料から必要な情報を取り出す問題の正答率は、
いずれも３０％未満となっている。

＜学習指導の改善に向けた重点事項＞

複数の情報を吟味し、必要に応じて取捨選択する活動や様々な条件に応じて書く活動の充実

各学年においては
○ 様々な条件に応じる力を高める。
・字数や時間などの制限や条件を提示し、その条件に応じて書く言語活動を位置付ける。
・相手や目的、場面などに応じて、伝えたい事実や事柄を明確にして論理的に意見を述べる文章を
書く習慣を身に付ける。

○ 複数の情報を吟味し、必要に応じて取捨選択する力を高める。
・目的や意図に応じて、情報の中から必要なものを選び取るようにする。
・関連する複数の情報を比較し、共通点や相違点をまとめるなど、情報を整理する学習を行う。



○　中学校数学Ａ

○

□

□

◇

　中学校数学Ａでは、正負の計算や文字式を用いた計算問題について、過去の調査結果と比較して平均正答率が

高い結果となっており、改善の傾向が見られる。

・H19A「８－５×（－６）」(70.8%)　→　H23 「３－２×（－４）」　(74.2%)

・H19A「（2x +7y ）－２（x -3y ）」(65.8%)　→　H23「（4a -6）－２（a -3）」(80.0%)

中央値

【概要】

12
学習指導要領の

領域等
47.1

51.7

12

　指導に当たっては、小学校における学習内容「比例」、「反比例」などを確認し、繰り返して学習するととも

に、いろいろな２量の変化について調べたり､関係性を考えたりする学習を位置付け、比例、反比例の関係を確

実に身に付けさせる必要がある。

　特に、設問１２「反比例の関係を読み取る」（24.7％）では、関数関係を見いだすことなどに課題が見られ

る。

19

17標準偏差 ８．６
数量や図形についての知識・理解

評価の観点

問題形式

平均正答率
数量関係

数学への関心・意欲・態度

60.3短答式

記述式

選択式

５４．７

２０．０

　設問８｢図形の証明」（26.1％）や設問１３（３）「資料の読み取り」（61.1%）では、理由などを説明し

たり、情報を読み取ったりすることについて課題が見られる。

12

区分

数と式

北海道

Ｈ２３北海道

生徒数

平均正答数
65.3

平均正答率(％)

図形

29,569

１９．７問／３６問

分類 対象設問数（問）

20

数学的な表現・処理

48.4

49.1

16
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－
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数学的な見方や考え方 0

61.6
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【平均正答率が下位である３問】

数
と
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数
量
関
係

算
数
へ
の
関
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・
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度

数
学
的
な
考
え
方
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学
的
な
表
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・
処
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数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知

識
・
理
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選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

１２ ○ ○ ○ 24.7 3.6

８ ○ ○ ○ 26.1 1.6

１３
(３)

○ ○ ○ 61.1 4.0
ある月の日ごとの最高気温の分布を表したヒスト
グラムについて，正しいものを選ぶ

三角形の外角の和が360°であることの証明につ
いて正しい記述を選ぶ

証明の意義について理解している

目的に応じてヒストグラムから資料の
傾向を読み取ることができる

設問番号

北海道問題形式

V＝RIを基に，電圧Vが一定のとき，抵抗Rと電

流Iの関係について，正しい記述を選ぶ

与えられた式を基に，事象における２
つの数量の関係が反比例であることを
判断できる

出題の趣旨設問の概要

評価の観点学習指導要領の領域
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【課題となる設問】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【調査結果から見られる課題】 
 
 
 
 
 
 
 
【指導のポイント】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（詳細は「中学校Follow-upシート」http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/gks/fus.htmを参照） 

＜平成２３年度調査の設問＞  
設問番号 学習する学年 問題形式 領域等 出題の趣旨 平均正答率 無解答率

１２ 中１ 選択式 数量関係 与えられた式を基に、事象における２つの数量の 
関係が反比例であることを判断できる。 

２４．７  ３．６

                       
 

 

＜過去の類似の設問等＞ 
 
 設問番号 学習学年 領域等 問題の概要 平均正答率 無解答率

① H23 B1(3) 
選択式 

中２ 数量関係 キャップの個数とキャップの入った回収はこの重さの関
係について、正しい記述を選ぶ（一次関数） 

３６．１  ０．８

② H22 
選択式 

中２ 数量関係 水槽に水を入れ始めてからの時間と水の量の関係につ
いて、正しい記述を選ぶ（一次関数） 

４３．８  ２．４

③ H21 
選択式 

中１ 数量関係 具体的事象で、２つの数量の関係が反比例の関係になる
ことを理解している(反比例） 

３８．３  １．９

 
○ ①～③はいずれも関数関係を読み取る設問であり、選択式のため無解答率は低いが、一次関数や反比
例などの関数の関係を見いだすことは平均正答率が低い。 

○ 単純な比例などの関数関係に気付くことができるが、式や表から一次関数や反比例の関係を見いだす
ことは平均正答率が低い。  

 

１２  金属線に電圧を加えると電流が流れます。一般に、抵抗Ｒ（Ω）の金属線の両端に、Ｖ(V)  

  の電圧を加えたとき、流れる電流をＩ(A)とすれば、電圧Ｖを次のように表すことができます。 
   電圧Ｖが一定のとき、抵抗Ｒと電流Ｉの関係について、下のアからエまでの中から正しいも 

のを１つ選びなさい。 
  ア ＩはＲに比例する。    イ ＩはＲに反比例する。 

 ウ ＩはＲの一次関数である。 
 エ ＲとIの関係は、比例、反比例、一次関数のいずれでもない。 

 
  ＜正答＞         ［主な誤答例］  
    「イ」             「ア」（式の形から比例と考えている）  

Ｖ＝ＲＩ 

■水槽に水を入れる時間と貯まった水の量などの伴って変わる２量について、表、式、グラフなどか
ら変化の仕方について、関数の特徴を見いだすこと 

■式や具体的な事象から、一次関数や反比例などの関数関係を見いだすこと 

 
 

＜学習指導の改善に向けた重点事項＞ 
   
 
 
 

 比例、反比例の関数関係の意味を理解し、２量の変化について表、式、グラフで表す

小学校では 
○比例についての

理解を深めるこ
とをねらいとし
て、反比例の関
係について知る
ことができるよ
うにする。 

 

中学校第１学年では
○具体的な事象における数量関係を表す式から、比例、
反比例の関数関係を見いだすことができるようにす
る。 

・小学校で、反比例の関係について知ることを学習し
ていることから、比例、反比例の関係を関数関係と
して捉えることができるよう指導する。 

・小学校の学習を基に、変数や定数を文字で表し、関
 数関係を一般化した形で表すことができるよう指導
 する。 

 中学校第２学年では

○具体的な事象か
 ら二つの数量を
 取り出し、それら
 の変化や対応を
 調べ、一次関数に
 ついて理解する
 ことができるよ
 うにする。 



○　中学校数学Ｂ

○

□

□

◇

　中学校数学Ｂでは、設問１(1)「グラフの読み取り（選択式問題）」（72.9%）、設問2(1)「文字式を使った

立式」（69.7%)の問題について、過去の調査結果と比較して平均正答率が高い結果となっており、改善の傾向

が見られる。

中央値

【概要】

6
学習指導要領の

領域等
41.5

45.9

6

　指導に当たっては、小学校の段階から継続的に様々な資料に触れさせるとともに、必要な情報を選択し、数理

的に考察することを位置付けた学習を進める必要がある。

　特に、設問5(2)「資料から読み取った情報について理由を書く」（25.2%）では、与えられた情報を基にし

て考察し、理由等を説明することに、継続的に課題が見られる。

　設問5(1)「資料からの情報の読み取り（短答式問題）」（29.5%）、設問３(2)「図形の証明」（32.4%）

では、情報を読み取ってまとめて記述することについて課題が見られる。

4

6標準偏差 ４．０
数量や図形についての知識・理解

４７．４

７．０ 評価の観点

問題形式

平均正答率

57.1短答式

記述式

分類 対象設問数（問）

3

区分

数と式
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0

数学的な見方や考え方 13

選択式

2.2

5.4

8.1 8 7.8 7.5 7 7.2 7.2 7.6 7.4 7.2 6.9
5.7

3.5

1.2

0%

5%

10%

15%

20%

0
問

1
問

2
問

3
問

4
問

5
問

6
問

7
問

8
問

9
問

10
問

11
問

12
問

13
問

14
問

15
問

北海道

【平均正答率が下位である３問】
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(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

５(２) ○ ○ ○ 25.2 41.9

５(１) ○ ○ ○ 29.5 17.8

３(２) ○ ○ ○ 32.4 35.0
２つの三角形が合同になることを証明するための
根拠となる事柄を説明する

２人の球速の範囲をそれぞれ求める
範囲の意味に基づいて表から必要な情
報を読み取ることができる

事象を数学的に解釈し，成り立つ事柄
の特徴を数学的な表現を用いて説明す
ることができる

設問番号

ヒストグラムの特徴を基に，時速131kmの球速に
的をしぼって練習することが適切でない理由を説
明する

資料の傾向を的確に捉え，判断の理由
を数学的な表現を用いて説明すること
ができる

出題の趣旨設問の概要

北海道問題形式評価の観点学習指導要領の領域
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【課題となる設問】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【調査結果から見られる課題】 
 
 
 
 
 
 
【指導のポイント】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（詳細は「中学校Follow-upシート」http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/gks/fus.htmを参照） 

■グラフや表などの与えられた資料から必要な情報を正確に読み取ること 

■資料から読み取った情報の正否の判断について、資料から分かる根拠に基づいて考えること 

＜平成２３年度調査の設問＞  
設問番号 学習する学年 問題形式 領域等 出題の趣旨 平均正答率 無解答率

5(2) 中１ 記述式 数量関係 
（資料の活用） 

資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的
な表現を用いて説明することができる。 

２５．２ ４１．９

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１のヒストグラムをもとにすると、球速の平均である時速１３１kmに的をしぼることは適切で

ないことが分かります。その理由を、図１のヒストグラムの特徴をもとに説明しなさい。 

＜正答例＞ 
 このヒストグラムには２つの
山があり、時速１３１kmの球速
は山の頂上ではなく、この球速
の球が来る見込みが低いので、
時速１３１kmに的をしぼること
は適切でない。 

［主な誤答例］ 
・ヒストグラムを見ると、時速
 １３１ｋｍの階級の度数が小
さいから。 

・ヒストグラムを見ると山が２
つあるから。 

 
＜過去の類似の設問＞  
 設問番号 学習学年 領域等 問題の概要 平均正答率 無解答率

① H22 1(3) 
記述式 

中１ 数量関係 卓球をした場合と同じ身体活動量で、運動の実施時間

を半分にできる別の運動を選び、その理由を説明す

る。 

２６．９  ６．４

② H21 3(3) 
記述式 

中２ 数量関係 蛍光灯と白熱電球の総費用について、２つの総費用が等

しくなるおよその時間を求める方法を説明する。 
１６．４ ５５．０

 
○ ①、②は数量関係の領域において理由や方法を説明する記述式の問題であり、いずれも資料など与え

られた情報を読み取る設問である。 
○ ①の事象を数学的に解釈し、事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用いて説明すること、②の問題 

の解決の方法を数学的に説明するなど、考えを説明する設問は平均正答率が低い。 
 

 
 
 
＜学習指導の改善に向けた重点事項＞  

 各学年においては 
 ○ 資料を正確に読み取り、必要な情報を選択して捉えることができるよう、日常的な事象はもとより、様々

な事象について数理的に捉え、考察することができるよう指導する。 
 (例） 
小学校第３学年～ある観点を決め、資料を分類整理し、表などを用いて表現する算数的活動 
小学校第５学年～目的に応じて表やグラフを選び、活用する算数的活動 
中学校第１学年～ある資料を収集し、ヒストグラムや代表値などを用いて資料の傾向を捉える数学的活動

 資料から必要な情報を正確に読み取り、数理的に捉え、考察すること 
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改善の傾向が見られる設問例 

□ 教科に関する調査について類似問題と比較することにより、改善傾向にある学習内
容を捉えることができる。（類似問題とは、同じ領域の問題） 

【国語】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【算数・数学】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜計算に関わる設問＞ 

小学校算数Ａ    

 
 
 
 
 
 
 
 
中学校数学Ａ    

 
 
 
 
 
＜取組の状況＞ 

○ 小学校算数の小数の除法や四則計算、中学校数学の文字式を用いた計算に関わる設問について、

各学校における繰り返し学習やチャレンジテストを活用した基礎・基本の定着の取組などにより、

改善の傾向が見られている。 

Ｈ１９「１２÷０．６」   （６１．２％） 
Ｈ２０「６８．４÷３６」  （６９．０％） 
Ｈ１９「６+０．５×２」  （５５．０％）

Ｈ２０「３+２×４」    （６０．１％）

Ｈ２１「８０－３０÷５」  （５５．８％）

Ｈ２２「５０+１５０×２」 （５３．０％）

Ｈ２３「１２÷０．６」 （７０．５％） 
 
 
Ｈ２３「８×４－２×５」（８８．０％） 
Ｈ２３「５×（２+３）」 （９３．４％） 
 

Ｈ１９「（２x + ７y ）－２（x －３y ）」 
（６５．８％） 

Ｈ２０「（５x －８）－２（x －３）」 

（７８．３％）

Ｈ２３「（４a－６）－２（a－３）」 

（８０．０％） 

＜「Ａ 話すこと・聞くこと」に関わる設問＞ 

「ア 伝えたいことを選び、自分の考えが分かるように筋道を立てて、相手や目的に応じた適切な言葉遣いで話すこと」

小学校国語Ａ                          

 
 
 
 
 
 
＜「Ｃ 読むこと」に関わる設問＞ 

「カ 様々な種類の文章から必要な情報を集めるための読み方を身に付けること」 

中学校国語Ａ    

 
 
 
 
 
＜取組の状況＞ 

○ 各学校において目的意識や相手意識などの言語意識を高めた言語活動の推進やチャレンジテス

トを活用した基礎・基本の定着の取組などにより、改善の傾向が見られている。 

Ｈ２３ 設問３ 
スピーチの内容の取り上げ方のよいところ

を説明したものとして適切なものを選択す

る            （９３．１％）

Ｈ２１ 設問６二 
目次を読んで、必要な情報がどこにあるか見

当を付ける       （８０．４％） 

Ｈ２３ 設問６二 
索引のページから、調べたい事柄がより詳し

く解説されているページを探す 

（９４．０％）

Ｈ１９ 設問７ 
スピーチでの聞き手に分かりやすい話し方

を選択する 

（５４．７％）

過去の類似の問題 平成２３年度調査問題 

過去の類似の問題 平成２３年度調査問題 

過去の類似の問題 平成２３年度調査問題 

過去の類似の問題 平成２３年度調査問題 
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【国語、算数・数学に共通に見られた内容】

【指導のポイント】

ワークシート
ワークシートやテストなどを通

して、児童生徒の解答の書き方を
確認し、自分の考えを分かりやす
く伝えるための指導を充実する。

振り返る習慣
児童生徒に、自分の書いた文章等を読

み返したり、自分の学習を振り返ったり
する習慣を身に付ける指導を工夫する。

板 書
板書等において、文字を丁寧に書いたり、漢字

を正しく整えて書いたりする模範を示しながら、文
字の形に注意しながら丁寧に書くことや正しい
筆順で書くことの指導を充実する。

まとめる機会
児童生徒が授業中に考え
たことを簡潔にまとめる機
会を意図的に設ける。

ノート
定期的に児童生徒のノ
ートを集め、その変容を
見取り評価するなどのノ
ート指導を充実する。

話し合う場面
もう少しで正答になる解答を例に

話し合う機会を設けるなど、必要な
言葉は何かが分かる指導を工夫する。

□ 本年度については、昨年度に引き続き、道教委で直接、採点・集計・分析等を行った。その中
で、解答・回答用紙の記載について、次のような状況が見られた。

○改善傾向
・わけや求め方を書く問題を途中であきらめた児童生徒が少なくなり、最後まで解答を書こう
と努力した児童生徒が増えた。

・記号で答える設問に対して、文章で書いたり、数字で書いたりすることは少なくなった。
・解答欄からはみ出して書くことは少なくなった。
・読み取りが難しいような乱雑な文字や数字で記述することはなくなった。

●課題
・正しい文字や数字ではなく、自分なりの文字や数字で記述するなど、読み手に伝わりづらい
語句等の内容が、継続的に見られる。（国語での例：「しゃ」が「しゃ」や「しや」、「ミ」が「三」
や「シ」と区別がつかない状況が見られる。）

・筆圧が弱く、薄い文字が見られる。
・解答が間違っていたことに気付き一度は消したが、しっかりと消していないため、改めて書
いた解答が読み取れない状況が見られる。

・主語や結論が書かれていなかったり、必要な内容を記述していなかったりするなど、問われ
ていることに対して的確に解答していない状況が、継続的に見られる。

（算数・数学での例：記述する設問で、「●●は、○○である。」という命題の形で表現することが
十分でない状況が見られる。）

・記述式の設問では、正答に近い解答をしているが、解答が途中で終わっていたり、設問で指
定されている形式になっていない解答が見られ、確認が不足している状況が見られる。

【その他】
・説明や理由を解答する記述式の設問で、空欄が多い傾向が見られる。特に、小学校では、国
語Ｂで約６４％、算数Ｂで約４２％の児童が解答時間が不足していると回答している。

【小 73:言葉や式を使って、わけや求め方を書く問題について、どのように解答しましたか】
【中 73:解答を言葉や式を使って説明する問題について、最後まで解答を書こうと努力しましたか】
～平成２３年度と２２年度の比較～ （％）

小学校 中学校
H２３ H２２ H２３ H２２

最後まで解答を書こうと努力した ６０．７ ５４．０ ４８．７ ３８．８
途中であきらめたものがあった ３５．２ ４０．９ ３８．３ ４８．４
書く問題は全く解答しなかった ２．８ ３．５ １０．９ １０．９

※児童生徒質問紙調査から

【解答時間が不足していると回答した児童生徒の割合】
～平成２３年度と２２年度の比較～ （％）

小学校 中学校
H２３ H２２ H２３ H２２

74:国語A ２７．４ １３．８ ４．１ ６．３
75:国語B ６４．４ ２３．８ １２．４ １３．１
76:算数・数学A １６．２ １７．７ １３．９ １０．９
77:算数・数学B ４２．４ ４６．５ １５．０ ２４．０

※児童生徒質問紙調査から



○　児童生徒質問紙
＜学習に対する関心・意欲・態度＞

○

○

〔質問紙調査〕

　平成２３年度の結果では、国語の勉強が好きな児童生徒の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査において、若
干低く、中学校調査において、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べて、小学校調査及び中学校調査にお
いて、同様の傾向。）。

　平成２３年度の結果では、算数・数学の勉強が好きな児童生徒の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査及び中
学校調査において、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べ、小学校調査では同様の傾向、中学校調査で
は４．０ポイント低い。）。

〔小学校〕※質問５２：国語の勉強は好きですか

20.3

24.5

23.2

21.9

23.8

34.4

34.8

34.6

32.8

35.5

28.6

24.8

26.4

27.1

26.2

16.6

15.7

15.6

18.1

14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答

〔中学校〕※質問５２：国語の勉強が好きですか

24.1

23.0

23.9

23.8

23.0

35.9

36.7

37.0

35.5

34.9

26.1

26.7

26.2

26.6

28.2

13.7

13.4

12.7

13.9

13.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答

〔小学校〕※質問６３：算数の勉強は好きですか

33.3

34.4

37.9

35.4

35.1

27.2

26.5

26.5

27.3

27.2

21.2

21.0

19.5

19.8

21.1

18.1

17.8

15.9

17.3

16.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答

〔中学校〕※質問６３：数学の勉強は好きですか

25.1

25.3

25.5

24.9

25.6

23.2

24.0

24.0

25.0

24.1

24.5

24.7

25.8

24.6

25.4

26.8

25.6

24.2

25.0

24.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答
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＜学習時間等＞

○

○

　平成２３年度の結果では、１日あたり１時間以上勉強する児童生徒の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査に
おいて、同様の傾向が見られ、中学校調査において、１０．５ポイント高い（平成２２年度は全国と比べ、小学校調査では
１８．０ポイント低く、中学校調査では１２．８ポイント低い。）。

　平成２３年度の結果では、家で学校の宿題をする児童生徒の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査において、
同様の傾向が見られ、中学校調査において、若干低い（平成２２年度は全国と比べ、小学校調査で１０．７ポイント低く、
中学校調査では８．９ポイント低い。）。

〔小学校〕※質問１６：学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか

5.0

5.4

6.0

5.7

5.5

9.1

8.9

9.9

9.4

10.2

27.8

25.9

25.1

24.5

26.2

32.2

32.9

29.9

29.8

29.2

19.5

20.9

21.6

21.8

20.1

6.4

5.8

7.3

8.5

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない 3.１時間以上，２時間より少ない

4.３０分以上，１時間より少ない 5.３０分より少ない 6.全くしない

その他 無回答

〔中学校〕※質問１６：学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか

15.1

7.6

8.4

8.6

8.5

23.7

19.5

21.9

21.6

22.3

25.1

26.3

26.7

26.6

27.6

14.7

19.3

17.9

17.8

16.4

10.4

14.4

12.7

12.5

12.4

10.9

12.7

12.4

12.7

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない 3.１時間以上，２時間より少ない

4.３０分以上，１時間より少ない 5.３０分より少ない 6.全くしない

その他 無回答

〔小学校〕※質問２６：家で学校の宿題をしていますか

71.2

74.5

72.0

69.5

68.5

18.1

16.9

18.1

18.7

19.0

8.3

6.1

7.4

8.5

9.1

2.2

2.2

2.4

3.2

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答

〔中学校〕※質問２６：家で学校の宿題をしていますか

46.6

52.4

51.8

50.0

52.5

31.5

30.0

30.1

30.4

27.1

15.1

12.5

12.8

13.6

14.4

6.7

4.9

5.2

5.9

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答
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＜学習時間等＞

○

○

　平成２３年度の結果では、読書が好きな児童生徒の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査及び中学校調査にお
いて、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べて、小学校調査及び中学校調査において、同様の傾向。）。

　平成２３年度の結果では、これまでの結果と比べて、1日あたり１０分以上読書をする児童生徒の割合は、平成２２年
度と比べて、小学校調査及び中学校調査において、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べて、小学校調査
において、７．２ポイント低く、中学校調査において、同様の傾向。）。

〔小学校〕※質問５５：読書は好きですか

44.7

46.6

47.0

45.2

45.4

23.5

23.9

24.1

24.5

24.3

17.8

16.8

17.1

17.7

17.9

13.8

12.4

11.8

12.4

12.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない

その他 無回答

〔中学校〕※質問５５：読書は好きですか

45.7

45.6

44.2

45.1

43.0

23.1

23.7

23.8

23.4

23.5

17.1

17.8

17.9

18.0

19.1

13.9

12.4

13.6

13.1

14.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 3.どちらかといえば，当てはまらない

4.当てはまらない その他 無回答

〔小学校〕※質問１９：家や図書館で、普段（月～金曜日）、1日あたりどれくらいの時間、読書をしますか

6.8

6.9

6.8

6.6

7.1

9.2

9.6

9.8

10.0

10.8

15.5

16.6

16.8

18.0

19.0

21.6

22.1

23.2

22.7

21.2

16.1

16.7

16.6

16.5

14.5

30.8

28.0

26.6

26.2

27.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.２時間以上 2.１時間以上，２時間より少ない 3.３０分以上，１時間より少ない

4.１０分以上，３０分より少ない 5.１０分より少ない 6.全くしない

その他 無回答

〔中学校〕※質問１９：家や図書館で、普段（月～金曜日）、1日あたりどれくらいの時間、読書をしますか

7.2

6.2

6.0

6.6

6.7

9.1

8.9

8.9

9.5

9.8

14.2

14.9

14.8

15.2

15.3

17.9

19.5

18.8

17.4

15.8

10.7

11.4

11.2

11.0

10.2

40.8

38.9

40.2

40.0

42.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.２時間以上 2.１時間以上，２時間より少ない 3.３０分以上，１時間より少ない

4.１０分以上，３０分より少ない 5.１０分より少ない 6.全くしない

その他 無回答
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＜基本的生活習慣＞

○

＜家庭でのコミュニケーション＞
○

　平成２３年度の結果では、朝食を毎日食べる児童生徒の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査及び中学校調
査において、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べて、小学校調査及び中学校調査において、同様の傾
向。）。

　平成２３年度の結果では、家の人と学校での出来事について話をする児童生徒の割合は、平成２２年度と比べて、小
学校調査及び中学校調査において、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べて、小学校調査及び中学校調
査において、同様の傾向。）。

〔小学校〕※質問１：朝食を毎日食べていますか

85.8

85.4

86.2

84.6

83.9

8.9

9.2

8.6

9.4

9.7

4.3

4.3

4.3

4.9

5.2

1.0

1.1

0.9

1.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答

〔中学校〕※質問１：朝食を毎日食べていますか

79.7

80.8

80.8

79.6

79.2

11.2

11.0

10.8

11.2

11.4

6.3

5.9

6.1

6.5

6.8

2.8

2.2

2.4

2.7

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答

〔小学校〕※質問２２：家の人と学校での出来事について話をしていますか

42.9

43.0

40.5

38.9

37.9

29.8

29.5

29.1

29.3

29.7

20.4

20.4

21.6

22.7

22.9

6.7

6.9

8.6

9.1

9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答

〔中学校〕※質問２２：家の人と学校での出来事について話をしていますか

32.8

33.6

29.9

28.8

28.6

31.1

31.9

31.2

31.1

31.0

24.6

24.2

26.0

26.4

26.5

11.3

10.0

12.7

13.5

13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答
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○　学校質問紙
＜家庭学習＞

○

○

〔質問紙調査〕

　平成２３年度の結果では、国語の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えた学校の中で「よく行った」学校の割合
は、平成２２年度と比べて、小学校調査において６．７ポイント高く、中学校調査において７．９ポイント高い（平成２２年度
は全国と比べて、小学校調査において、２０．４ポイント低く、中学校調査において、２０．７ポイント低い。）。

　平成２３年度の結果では、国語の指導として、家庭学習の課題の与え方について、校内の教職員で共通理解を図って
いる学校の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査において、６．５ポイント、中学校調査において、８．５ポイント高
い（平成２２年度は全国と比べて、小学校調査において同様の傾向、中学校調査において、４．７ポイント低い。）。

〔小学校〕※質問６９：国語の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

63.4

56.7

47.4

43.5

37.8

34.5

41.0

48.3

50.2

52.7

6.1

9.2

0.2

0.4

2.0

2.2

4.1

0.1

0.2

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔中学校〕※質問６７：国語の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

29.9

22.0

23.0

18.0

18.6

57.6

61.0

57.3

60.3

57.7

11.9

16.5

19.3

21.4

23.0

0.5

0.4

0.1

0.3

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔小学校〕※質問７１：国語の指導として、家庭学習の課題の与え方について、校内の教職員で共通理解を図っていますか

40.7

28.2

19.7

46.8

52.8

51.7

12.0

17.6

26.3

0.3

1.3

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない

その他，無回答

〔中学校〕※質問６９：国語の指導として、家庭学習の与え方について、校内の教職員で共通理解を図っていますか

26.1

20.0

12.8

50.4

48.0

51.8

21.9

28.4

31.6

1.4

3.5

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない

その他，無回答
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＜家庭学習＞

○

○

　平成２３年度の結果では、算数・数学の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えた学校の中で「よく行った」学校の
割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査において８．１ポイント高く、中学校調査において７．３ポイント高い（平成２２
年度は全国と比べて、小学校調査において２１．３ポイント低く、中学校調査において１８．４ポイント低い。）。

　平成２３年度の結果では、算数・数学の指導として、保護者に対して児童の家庭学習を促すような働きかけ行っている
学校の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査において、同様の傾向が見られ、中学校調査において、若干低い
（平成２２年度は全国と比べて、小学校調査において、同様の傾向が見られ、中学校調査において、１１．０ポイント高
い。）。

〔小学校〕※質問７３：算数の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

64.9

56.8

48.0

45.2

39.5

33.7

40.4

48.4

49.2

51.8

5.2

8.2

3.3

2.6

1.2

0.6

0.4

0.2

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔中学校〕※質問７１：数学の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

36.2

28.9

27.8

24.4

26.7

56.5

60.8

59.7

61.6

58.3

7.2

10.3

11.9

13.6

14.6

0.0

0.0

0.3

0.1

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔小学校〕※質問７４：算数の指導として、保護者に対して児童の家庭学習を促すような働きかけを行いましたか

49.5

46.7

36.7

33.3

46.8

48.7

56.7

57.1

4.4

6.3

9.1

3.5

0.6

0.3

0.2

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔中学校〕※質問７２：数学の指導として、保護者に対して生徒の家庭学習を促すような働きかけを行いましたか

22.3

23.0

19.3

18.3

56.7

59.4

57.9

53.7

18.7

16.3

20.7

25.2

2.2

1.2

1.8

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答
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＜指導方法＞

○

○

　平成２３年度の結果では、国語の指導として、補充的な指導を行った学校の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調
査及び中学校調査において、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べて、小学校調査において、４．６ポイン
ト高く、中学校調査において、同様の傾向。）。

　平成２３年度の結果では、国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を「よく行った」
学校の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査及び中学校調査において、同様の傾向が見られる（平成２２年度は
全国と比べて、小学校調査及び中学校調査において、同様の傾向。）。

〔小学校〕※質問５０：国語の指導として、補充的な学習の指導を行いましたか

13.8

15.7

13.1

14.5

9.9

61.5

58.5

56.8

56.0

54.1

22.6

23.9

27.1

26.0

32.1

2.1

1.9

3.0

3.4

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔中学校〕※質問５０：国語の指導として、補充的な学習の指導を行いましたか

12.4

16.8

14.3

12.9

11.8

66.5

59.2

59.9

60.0

55.4

19.4

21.6

22.7

23.1

27.2

1.3

2.3

2.7

4.0

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔小学校〕※質問５５：国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いましたか

50.2

51.7

49.0

50.9

44.5

48.4

46.7

50.2

46.9

52.9 2.6

2.2

0.7

1.6

1.1

0.0

0.0

0.1

0.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔中学校〕※質問５５：国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いましたか

48.4

46.3

45.8

44.1

42.4

49.3

51.6

51.2

53.2

52.9

2.0

2.1

2.4

2.7

4.3 0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答
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＜指導方法＞

○

○

　平成２３年度の結果では、算数・数学の指導として、補充的な指導を行った学校の割合は、平成２２年度と比べて、小
学校調査及び中学校調査において、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べて、小学校調査において、同
様の傾向、中学校調査において、３．５ポイント高い。）。

　平成２３年度の結果では、算数・数学の指導として、計算問題などの反復練習をする授業を「よく行った」学校の割合
は、平成２２年度と比べて、小学校調査及び中学校調査において、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べ
て、小学校調査及び中学校調査において、同様の傾向。）。

〔小学校〕※質問５６：算数の指導として、補充的な学習の指導を行いましたか

24.4

26.9

24.1

28.1

24.6

63.8

60.9

59.1

56.4

57.2

10.5

11.1

15.4

13.9

16.1

1.2

1.1

1.5

1.7

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔中学校〕※質問５６：数学の指導として、補充的な学習の指導を行いましたか

25.2

23.0

21.5

24.9

24.9

65.1

67.0

63.9

62.8

59.1

8.6

8.9

12.5

10.5

14.0

0.7

1.1

1.8

1.6

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔小学校〕※質問５９：算数の指導として、計算練習などの反復練習をする授業を行いましたか

53.1

53.5

48.0

51.1

46.8

45.7

44.8

50.7

47.0

50.0 3.0

1.8

1.2

1.5

1.1

0.2

0.1

0.1

0.2

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答

〔中学校〕※質問５９：数学の指導として、計算問題などの反復練習をする授業を行いましたか。

41.9

42.7

39.4

42.0

40.9

54.7

54.6

54.9

52.5

51.8

5.1

5.2

6.8

0.1

0.3

2.7

3.1

0.3

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他，無回答
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＜学力向上の取組＞

○

○

　平成２３年度の結果では、「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けている学校の割合は、平成２２年度と比べて、小
学校調査において、同様の傾向が見られ、中学校調査において、６．２ポイント高い（平成２２年度は全国と比べて、小
学校調査において、同様の傾向、中学校調査において、１３．８ポイント低い。）。

　平成２３年度の結果では、学校図書館を活用した授業を計画的に行った学校の割合は、平成２２年度と比べて、小学
校調査において、５．２ポイント高く、中学校調査において、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べて、小学
校調査において、６．２ポイント低く、中学校調査において、９．６ポイント低い。）。

〔小学校〕※質問１８：「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けましたか

23.9

21.6

20.5

72.3

66.4

34.7

33.6

32.4

23.7

22.4

20.0

5.1

5.3

4.5

10.3

12.4

14.0

2.2

4.7

8.6

27.7

33.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

H19・20は「はい」「いいえ」で回答

1.基本的に毎日行った 2.週に複数回，定期的に行った

3.週に１回，定期的に行った 4.月に数回程度，定期的に行った

5.不定期に行った 6.行っていない

その他，無回答

〔中学校〕※質問１８：「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けましたか

58.8

51.2

46.4

58.5

53.2

6.5

9.0

5.8

2.2

1.2

1.0

5.0

3.7

4.2

11.7

12.9

14.6

15.6

21.8

27.5

41.5

46.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

H19・20は「はい」「いいえ」で回答

1.基本的に毎日行った 2.週に複数回，定期的に行った

3.週に１回，定期的に行った 4.月に数回程度，定期的に行った

5.不定期に行った 6.行っていない

その他，無回答

〔小学校〕※質問１９：学校図書館を活用した授業を計画的に行いましたか

2.0

2.8

2.5

48.3

41.4

23.5

23.3

23.6

45.4

39.2

35.5

23.6

24.0

25.1

5.3

10.7

13.2

51.7

58.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

H19・20は「はい」「いいえ」で回答

1.週に１回程度，またはそれ以上行った 2.月に数回程度行った

3.学期に数回程度行った 4.年に数回程度行った

5.行っていない その他，無回答

〔中学校〕※質問１９：学校図書館を活用した授業を計画的に行いましたか

0.9

1.6

1.3

28.0

25.9

6.7

8.3

8.5

25.5

25.5

20.7

43.5

40.1

38.7

23.2

24.3

30.3

71.8

73.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

H19・20は「はい」「いいえ」で回答

1.週に１回程度，またはそれ以上行った 2.月に数回程度行った

3.学期に数回程度行った 4.年に数回程度行った

5.行っていない その他，無回答
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＜学力向上の取組＞

○ 　平成２３年度の結果では、前年度の算数・数学の授業において、習熟の遅いグループに対して少人数による指導を
行い、習得できるようにした学校の割合は、平成２２年度と比べて、小学校調査において、若干高く、中学校調査におい
て、同様の傾向が見られる（平成２２年度は全国と比べて、小学校調査において、１０．３ポイント低く、中学校調査にお
いて、２．７ポイント低い。）。

〔小学校〕※質問４４：前年度の算数の授業において、習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行い、習得できるようにしましたか

5.3

9.1

6.9

8.1

5.7

5.1

5.7

5.5

10.4

9.9

10.1

10.0

22.1

15.1

17.0

18.7

56.2

60.6

60.1

57.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.年間の授業のうち，おおよそ３／４以上で行った 2.年間の授業のうち，おおよそ１／２以上，３／４未満で行った

3.年間の授業のうち，おおよそ１／４以上，１／２未満で行った 4.年間の授業のうち，おおよそ１／４未満で行った

5.習熟度別での少人数指導は行っていない その他，無回答

〔中学校〕※４４：前年度の数学の授業において、習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行い、習得できるようにしました
か

9.0

11.0

10.0

9.1

4.3

5.9

4.8

4.3

12.2

10.3

10.9

17.4

12.2

14.3

16.0

58.8

58.7

60.3

59.4

10.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

1.年間の授業のうち，おおよそ３／４以上で行った 2.年間の授業のうち，おおよそ１／２以上，３／４未満で行った

3.年間の授業のうち，おおよそ１／４以上，１／２未満で行った 4.年間の授業のうち，おおよそ１／４未満で行った

5.習熟度別での少人数指導は行っていない その他，無回答
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＜学習時間等＞

○

○

　平成２３年度の結果では、放課後を利用した補充的な学習サポートを実施している学校の割合は、平成２２年度と比
べて、小学校調査において、１５．７ポイント高く、中学校調査において、９．０ポイント高い（平成２２年度は全国と比べ
て、小学校調査において、３．３ポイント高く、中学校調査において、同様の傾向。）。

　平成２３年度の結果では、長期休業日を利用した補充的な学習サポートを実施している学校の割合は、平成２２年度
と比べて、小学校調査において、４２．７ポイント高く、中学校調査において、２６．４ポイント高い（平成２２年度は全国と
比べて、小学校調査において、３８．２ポイント低く、中学校調査において、１８．４ポイント低い。）。

〔小学校〕※質問２０：放課後を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか

2.1

1.0

1.0

33.1

32.5

16.9

10.6

8.5

11.3

7.7

6.5

33.9

28.5

22.6

16.9

17.6

18.0

18.9

34.5

43.4

66.9

67.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

H19・20は「はい」「いいえ」で回答

1.週に４回以上行った 2.週に２～３回行った 3.週に１回行った 4.月に数回程度行った

5.年に数回程度行った 6.行っていない その他，無回答

〔中学校〕※質問２０：放課後を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか

4.0

3.2

2.4

48.3

39.9

12.8

11.2

8.7

9.5

6.4

4.8

35.8

27.8

25.4

30.8

35.3

36.3

7.0

16.1

22.1

51.7

59.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

H19・20は「はい」「いいえ」で回答

1.週に４回以上行った 2.週に２～３回行った 3.週に１回行った 4.月に数回程度行った

5.年に数回程度行った 6.行っていない その他，無回答

〔小学校〕※質問２２：長期休業日を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか

2.9

10.4

7.3

4.5 14.5 41.2

12.7

10.1

36.8

79.3

84.0

89.5

92.7

0.7

1.0

0.8

1.3

4.1

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

H19・20は「はい」「いいえ」で回答

1.延べ１３日以上 2.延べ９日から１２日 3.延べ５日から８日

4.１日から延べ４日 5.行っていない その他，無回答

〔中学校〕※質問２２：長期休業日を利用した補充的な学習サポートを実施しましたか

14.4

7.8

5.5

42.4

30.8

14.7

10.1

8.4

34.2

25.7

21.3

25.0

18.3

18.7

11.3

37.9

45.7

57.6

69.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

H19・20は「はい」「いいえ」で回答

1.延べ１３日以上 2.延べ９日から１２日 3.延べ５日から８日

4.１日から延べ４日 5.行っていない その他，無回答

- 32 -






